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　9月8日～9日にかけて開催された
「リレー・フォー・ライフジャパン2018福
岡」に参加しました。リレーフォーライフ
はがん経験者(サバイバー)・家族・その
他支援者(ケアギバー)の方達が参加
するがんの啓発活動として、24時間歩き続けるイベントです。
　今年は福岡での10回目の開催で講演や九州がんセンターのサテライト会場との中継・対談などあり、いつもより賑やかな雰囲気でした。
にこスマ九州ブースではレモネードスタンドとキャンディーくじを行い、ご寄付を募りました。ブースにはキャンプに参加してくれている子どもと
ご家族やサポートスタッフとして参加してくれている小児がん経験者などたくさんの方が参加してくれました。
　時折雨の降る中行われた24時間でしたが、今回運営スタッフの原田真樹さんが個人周回数第2位を受賞し、記念に残るリレーフォーラ
イフとなりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《事務局／井本 圭祐》

にこトーク
●活動報告

　7月29日(日)博多駅前広場で「レモネードス
タンドinふくおか」を開催しました。この活動は、ア
メリカの小児がんの少女が治療法開発のための
研究基金を集めるために始めたもので、今年で

10回目の開催となりました。にこスマ九州は昨年から共催として参加しています。今年もレモ
ネードはコストコホールセールジャパンさんにご寄付いただきました。
　当日は時折雨が降る中、運営スタッフや子ども達、多くのボランティアの方と一緒にレモ

ネードやチラシを配り、募金を呼びかけました。中
には治療中の子どももおり、力いっぱい呼びかける姿は私達にとって大きな励みになりました。同
時に、小児がんについてのパネル展示と小児がんの子ども達の絵画展も行いました。たくさんの
方々が足を止めてくださり、小児がんに対する社会の関心が深まっていたことを感じました。
　台風が接近していたため開催が危ぶまれましたが、無事に終了することができました。当日は
302,661円の寄付金が集まり、公益財団法人がんの子どもを守る会とにこスマ九州に寄付い
たしました。荒天の中ご支援、ご協力いただいた皆様、ありがとうございました。

《運営スタッフ／山本 芙優》

　7月7日に11回目となるにこ
トークを行い、10人が参加しまし
た。社会人・大学生の参加だっ
たため、仕事をするうえで苦労し
たこと等を中心に話をしました。
仕事の面接の際に病気のことを
伝えるべきなのか、また正しく理解してもらうにはどう説明すべきなのかという悩みを聞いて、社会に出てからも病気と向き合って行かなけれ
ばならないことを感じました。また、同じ病気を経験していても考え方や退院後の生活に違いがでること、クラスまたは友人に病気について話
すタイミングにも様々な意見があり、とても深い内容を話し合うことができました。
　私は、今回初めてにこトークに参加をしました。どういった雰囲気かあまりイメージがつかめていなかったのですが、気軽に自分の近況を
話したり、気になっている話題を皆に問いかけ考えてみたりとそれぞれが感じたことを素直に話し合える場所だと思いました。
今後も参加していくことができればと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   《運営スタッフ／小樋井 麻衣》

レモネードスタンド
●活動報告

リレー・フォー・ライフに
参加

●活動報告
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2018

12月

●にこトーク
17歳から35歳のがん経験者のための
茶話会です。地域や受診している病院
に関係なく参加できます。それぞれが抱
える悩みや不安、日々の出来事などの
話を気軽に語り合える居場所づくりを
目的とします。

11月

●チャリティーカレンダー
500円以上ご寄付いただいた方へ、入
院中やにこスマキャンプに参加した子
ども達が描いた絵画や書を集めて制作
したカレンダーをプレゼントします。

7月

●にこトーク

5月

●にこスマ家族の集い
病気を経験した子どもと、ともに病気に
取り組む家族が集う場です。家族同士
の交流や家庭内
の絆を深めること
を目的とします。

2019

3月

●にこスマキャンプ2019.春
小児がん(又はそれに準ずる病気)を経
験した子ども達の交流キャンプです。
キャンプは年2回春と夏に開催していま
す。子ども達に自然の中での活動や団
体行動での楽しさを体験する場所を提
供し、同じ経験を分かち合う仲間との友
達作りを目的としています。

●にこスマキャンプ2019.夏
8月

レモネードスタンド in ふくおか

3月30日

8月17日
～18日

　私は、高校卒業する直前に「骨肉腫」を発症して約１２年が経ちました。現在は、熊本空港でグラン
ドハンドリングという仕事をしています。にこスマ九州に出会ったのは、2014年12月に開催された「に
こトーク」です。小児がんを経験した方とお話しするのは、初めてでした。運営スタッフとなってまだ２年

程しか経っていませんが、にこスマキャンプなど自分たちが企画した活動を笑顔で楽しんでくれる子ども達
の姿、終わった後「楽しかった」「次も楽しみしているよ」など感想を聞くととても幸せな気持ちになり、やって良

かったなと思えます。にこスマ九州では「にこスマキャンプ」「にこトーク」「家族の集い」など参加してみないと経験できない事があり
ます。これからも子ども達に多くの笑顔の輪が広がるように少しでもお手伝いが出来ればいいと思っています。

《運営スタッフ／樋口 亮》

にこスマ
コラム

▲２０１9年版イメージ

新年度事業計画

9月

●リレー・フォー・ライフ・ジャパン 
2019 福岡
がん患者(サバイバー)とその家族・支
援者らが、がん征圧に向けて夜通し
チームで歩き勇気と希望を分かち合う
イベントです。　にこスマ九州はチーム
として参加します。








